
 
             

 
 
 

インバータ制御  直流アーク溶接機 
 

Ｂ ＴＡＣ Ｆａｎｃｙ１６１ 
 

＜ＡＲ－ＳＢ１６１＞ 
 

取 扱 説 明 書 
 
 

 

～安全のしおりと取扱い操作～ 
 

 
   

この取扱説明書をよくお読みのうえ 
正しくご使用下さい。 

 
＊ この溶接機の据付・保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格者または溶接 
  機をよく理解した人が行って下さい。 
＊ この溶接機の操作は、安全を確保するため、この取扱説明書の内容をよく理解し、 
  安全な取扱いができる知識と技能のある人が行って下さい。 
＊ 安全教育については、溶接学会・溶接協会および関連の学会・協会の本部や支部主 

催の各種講習会、溶接技術者・溶接関連の各種資格試験などをご活用ください。 
＊ お読みになったあとは、保証書とともに関係者がいつでも見られる場所に保管して 
  いただき、必要に応じて再度お読み下さい。 
＊ ご不明な点は、販売店または営業所にお問い合わせ下さい。お問い合わせ先の住所、

電話番号などはこの取扱説明書の裏表紙に記載してあります。 
 

お願い 
部品のご発注の際には、必ずこの形式、製造番号及び製造年をお知らせ下さい。 

 
             形式          ＡＲ－ＳＢ１６１ 
             ファイル№  Ｐ２１２８０ 

 ６－１－００９－３ 



EU
Notice  :  Machine export to Europe

This product does not meet the requirements specified in the EC 
Directives which are the EU safety ordinance that was enforced 
starting on January 1, 1995.  Please make sure that this product
is not allowed to bring into the EU after January 1, 1995 as it is.  
The same restriction is also applied to any country which has 
signed the EEA accord. 

Please ask us before attempting to relocate or resell this product
to or in any EU member country or any other country which has 
signed the EEA accord.
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安全上のご注意
 
● ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
● この取扱説明書に示した注意事項は、機器を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や

損害を未然に防止するためのものです。 
● この溶接機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説明

書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重大な
人身事故を引き起こす場合があります。 

● 機器の取扱いを誤った場合、いろいろなレベルの危害や損害の発生が想定されます。この取扱説明
書の記述では、そのレベルをつぎの３つのランクに分類し、注意喚起シンボルとシグナル用語で警
告表示しています。これらの注意喚起シンボルとシグナル用語は、機器の警告ラベルにも全く同じ
意味で用いられています。  

注意喚起シンボル シグナル用語 内   容 

   

高度の危険 

 
取扱いを誤った場合に、きわめて危険な状態が起こる可能性
があり、死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。

   

危   険 

 
取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、
死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。 

   

注   意 

 
取扱いを誤った場合に､危険な状態が起こる可能性があり､
中程度の障害や軽傷を受ける可能性が想定される場合およ
び物的損害のみの発生が想定される場合。 

・ 注意喚起シンボルは、一般的な場合を示しています。 
・ 上に述べる重傷とは、失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺

症が残るものおよび治療に入院や長期の通院を要するものをいいます。また、中程度の障害
や軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要しないけが・やけど・感電などをいい、物的損害
とは、財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大損害をいいます。 

 
さらに、機器を取り扱ううえで、「しなければならないこと」、「してはならないこと」を下記のとお
り表示しています。 

  

 

 

強   制 

 
しなければならないこと。 
 
たとえば、「接地工事」など。 

   

禁   止 してはならないこと。 

         ・シンボルは、一般的な場合を示しています。 
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安全に関して守っていただきたい事項
 

 重大な人身事故を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。 
 
● この溶接機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説

明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重
大な人身事故を引き起こす場合があります。 

● 入力側の動力源の工事、設置場所の選定、高圧ガスの取扱い・保管および配管、溶接後の製造物
の保管および廃棄物の処理などは、法規および貴社社内基準に従ってください。 

● 溶接機や溶接作業場所の周囲には、不用意に人が立ち入らないようにしてください。 
● 心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の溶接機や溶接作業場

所に近づかないでください。溶接機は通電中、周囲に磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪
影響を与えます。 

● この溶接機の据付け・保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格者または溶接機をよく理
解した人が行ってください。（※１） 

● この溶接機の操作は、安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解し、安全な取扱いができ
る知識と技能のある人が行ってください。（※１） 

● この溶接機を溶接以外の用途に使用しないでください。 
 
 

 感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。 

 
＊帯電部に触れると、致命的な感電ややけどを負うことがあります。 
＊溶接機内部に堆積した粉塵を放置すると、絶縁劣化を起こし、感電や火災の 
原因になります。 

 
● 帯電部には触れないでください。 
● 溶接電源のケースおよび母材または母材と電気的に接続された冶具などには、電気工事士の資格

を有する人が法規（電気設備技術基準）に従って接地工事をしてください。 
● 据付けや保守点検は、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電源を切って、３分以上経過して

から行ってください。入力側電源を切っても、コンデンサは充電されていることがありますので、
充電電圧が無いことを確認してから作業してください。 

● ケーブルは容量不足のものや、損傷したり導体がむきだしになったものを使用しないでください。
● 出力端子に同時に２本以上のトーチや溶接棒ホルダを接続しないでください。 
● ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。 
● 溶接機のケースやカバーを取り外したまま使用しないでください。 
● 破れたり濡れた手袋を使用しないでください。常に乾いた絶縁性のよい手袋を使用してください。
● 高所で作業するときは命綱を使用してください。 
● 保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。 
● 使用していないときはすべての装置の電源を切ってください。 
● 定期的に湿気の少ない圧縮空気を各部に吹きつけ、チリやほこりを除去してください。 

 

危険

危険
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安全に関して守っていただきたい事項
 

 溶接で発生するガスやヒュームおよび酸素欠乏から、あなたや他の人々
を守るため、排気設備や保護具などを使用してください。（※２） 

  

 

＊ 狭い場所での溶接作業は、酸素の欠乏により、窒息する危険性があります。 
 

＊ 溶接時に発生するガスやヒュームを吸引すると、健康を害する原因になります。

 
● ガス中毒や窒息を防止するため、法規（酸素欠乏症等防止規則）で定められた場所では、十分な

換気をするか、空気呼吸器等を使用してください。 
● ヒューム等による粉じん障害や中毒を防止するため、法規（労働安全衛生規則、粉じん障害防止

規則）で定められた局所排気設備を使用するか、呼吸用保護具を使用してください。 
● タンク、ボイラー、船倉などの底部で溶接作業を行うとき、炭酸ガスやアルゴンガス等の空気よ

り重いガスは底部に滞留します。このような場所では、酸素欠乏症を防止するために、十分な換
気をするか、空気呼吸器等を使用してください。 

● 狭い場所での溶接では必ず十分な換気をするか、空気呼吸器等を使用するとともに、訓練された
監視員の監視のもとで作業してください。 

● 脱脂・洗浄・噴霧作業の近くでは溶接作業をしないでください。これらの作業の近くで溶接作業
を行うと有害なガスが発生することがあります。 

● 被覆鋼板の溶接では、必ず十分な換気をするか、呼吸用保護具を使用してください。（被覆鋼板
を溶接すると、有害なガスやヒュームを発生します。） 

 

 火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。 

 

＊ スパッタや溶接直後の熱い母材は火災の原因になります。 
＊ ケーブルの不完全な接続部や、鉄骨などの母材側電流経路に不完全な接触部があ

ると、通電による発熱によって火災を引き起こすことがあります。 
＊ ガソリンなど可燃物用の容器にアークを発生させると爆発することがあります。
＊ 密閉されたタンクやパイプなどを溶接すると、破裂することがあります。 
＊ 溶接機内部に堆積した粉塵を放置すると、絶縁劣化を起こし、感電や火災の原因

になります。  
● 飛散するスパッタが可燃物に当たらないよう、可燃物を取り除いてください。取り除けない場合

には、不燃性カバーで可燃物を覆ってください。 
● 可燃性ガスの近くでは溶接しないでください。 
● 溶接直後の熱い母材を可燃物に近づけないでください。 
● 天井・床・壁などの溶接では、隠れた側にある可燃物を取り除いてください。 
● ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。 
● 母材側ケーブルは、できるだけ溶接する箇所の近くに接続してください。 
● 内部にガスが入ったガス管や、密閉されたタンク・パイプを溶接しないでください。 
● 溶接作業場所の近くに消火器を配し、万一の場合に備えてください。 
● 定期的に湿気の少ない圧縮空気を各部に吹きつけ、チリやほこりを除去してください。 

 
 
 
 
 
 

危険

危険
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安全に関して守っていただきたい事項
 

 ガスボンベの転倒やガス流量調整器の破裂を防ぐために、必ずつぎのことを
お守りください。 

 ＊ ガスボンベが転倒すると、人身事故を負うことがあります。 
＊ ガスボンベには高圧ガスが封入されていますので、取扱いを誤ると高圧ガスが吹

き出し、人身事故を負うことがあります。 
＊ ガスボンベに不適切なガス流量調整器をご使用になると、破裂し人身事故を負う

ことがあります。 
 
● ガスボンベの取扱いに関しては、法規と貴社社内基準に従ってください。 
● ガスボンベに取り付けるガス流量調整器は、高圧ガスボンベ用のものをご使用ください。 
● ガス流量調整器は、分解および修理には専門知識が必要です。指定業者以外で絶対に分解・修理

をしないでください。 
● 使用前に、ガス流量調整器の取扱説明書を読んで、注意事項を守ってください。 
● ガスボンベは、高温にさらさないでください。 
● ガスボンベは、専用のガスボンベ立てに固定してください。 
● ガスボンベのバルブをあけるときは、吐出口に顔を近づけないようにしてください。 
● ガスボンベを使用しないときは、必ず保護キャップを取り付けてください。 
● ガスボンベに溶接トーチを掛けたり、電極がガスボンベに触れないようにしてください。 

 

 
 

弊社製品の改造はしないでください。 

● 改造によって火災、故障、誤動作による怪我や機器破損のおそれがあります。 
● お客様による弊社製品の改造は、弊社の保証範囲外ですので責任を負いません。 

 

 溶接で発生するアーク光、飛散するスパッタやスラグ、騒音から、あなたや
他の人々を守るため、保護具を使用してください。（※２） 

 

＊ アーク光は、目の炎症や皮膚のやけどの原因になります。 
＊ 飛散するスパッタやスラグは、目を痛めたりやけどの原因になります。 
＊ 騒音は、聴覚に異常を起こすことがあります。 

 
● 溶接作業や溶接の監視を行う場合には、十分なしゃ光度を有するしゃ光めがねまたは溶接用保護

面を使用してください。 
● スパッタやスラグから目を保護するため、保護めがねを使用してください。 
● 溶接作業には溶接用かわ製保護手袋、長袖の服、脚カバー、かわ前かけなどの保護具を使用して

ください。 
● 溶接作業場所の周囲に保護幕を設置し、アーク光が他の人々の目に入らないようにしてください。
● 騒音が高い場合には、防音保護具を使用してください。 

 

危険

注意

危険
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安全に関して守っていただきたい事項
 
 

 回転部は、けがの原因になりますので、必ずつぎのことをお守りください｡ 

 

 

＊ ファンやワイヤ送給装置の送給ロールなどの回転部に手、指、髪の毛、衣類など
を近づけると、巻き込まれてけがをすることがあります。 

 
● 溶接機のケースやカバーを取りはずしたまま使用しないでください。 
● 保守点検・修理などでケースをはずすときは、有資格者または溶接機をよく理解した人が行い、

溶接機の周囲に囲いをするなど、不用意に他の人が近づかないようにしてください。 
● 回転中のファンや送給ロールに手、指、髪の毛、衣類などを近づけないでください。 

 
 

ご参考  
 
※１  据付け・操作・保守点検・修理に関する関連法規・資格など 
    （１）据付けに関して 
            ＊電気設備技術基準   第１０条   電気設備の接地 
                                第１５条   地絡に対する保護対策 
            ＊電気設備の技術基準の解釈について 第１７条   接地工事の種類及び施設方法 
                                      第２９条   機械器具の金属製外箱等の接地 
                        第３６条  地絡遮断装置の施設 
                        第１９０条 アーク溶接装置の施設 
            ＊労働安全衛生規則    第３２５条  強烈な光線を発する場所 
                  第３３１条  溶接棒等のホルダ 
                                  第３３３条  漏電による感電の防止 
                                  第５９３条  呼吸用保護類等 
            ＊酸素欠乏症防止規則   第２１条  溶接に係る措置 
            ＊粉じん障害防止規則   第１条 
                                  第２条 
            ＊接地工事：電気工事士の有資格者 
    （２）操作に関して 
            ＊労働安全衛生規則  第３６条 特別教育を必要とする業務 第３号 
            ＊ＪＩＳ／ＷＥＳの有資格者 
            ＊労働安全衛生規則に基づいた教育の受講者 
    （３）保守点検、修理に関して 
            ＊溶接機製造者による教育または社内教育の受講者で溶接機をよく理解した者 
 
※２  保護具等の関連規格 
        JIS Z 3950  溶接作業環境における         JIS T 8113  溶接用かわ製保護手袋 

浮遊粉じん濃度測定方法          JIS T 8141  遮光保護具 
        JIS Z 8731  環境騒音の表示・測定方法        JIS T 8142  溶接用保護面 
        JIS Z 8735  振動レベル測定方法             JIS T 8151 防じんマスク 
        JIS Z 8812  有害紫外放射の測定方法          JIS T 8161 防音保護具 
        JIS Z 8813  浮遊粉じん濃度測定方法通則      
 

注）法規や規格は改廃することがありますので、必ず最新版をご参照ください。 

注意
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安全にご使用いただくために
 
１． 安全にご使用いただくために 

安全にご使用いただくための注意事項を以下に説明します。機器をご使用になる前に
必ずお読み下さい。 

 
１．１使用上の注意 
1.1.1 電源と接地 
  必ず、法律により定められた接地工事を電気工事士有資格者により実施して下さい。 
 
  定格入力電圧が３００Ｖ以下のもの   ・・・・Ｄ種接地工事（第三種接地工事） 
  定格入力電圧が３００Ｖをこえるもの ・・・・Ｃ種接地工事（特別第三種接地工事） 
 
1.1.2 機器の設置 
溶接電源は壁より３０ｃｍ以上、又周辺の加熱物からは５０ｃｍ以上離して設置し 
て下さい。 

  溶接電源を架台上に設置する場合は確実に固定して下さい。 
 
1.1.3 服装と保護具 
  正しい服装と保護具の着用を徹底願います。 
  （ハンドシールド、かわ手袋、足カバー、安全靴、帽子又はヘルメット等） 
 
1.1.4 換気について 
溶接ヒュームや一酸化炭素は人体に有害です。換気対策を実施のうえ、お使い下さ 
い。 

 
1.1.5 電源カバーの取り外し 
機器内部には高電圧の箇所があります。カバーを取り外したままで作動させないで 
下さい（修理・点検時を除く）。 

  内部点検を行う場合は、入力開閉器を切って 3分以上経過した後に行って下さい。 
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構成・定格
 
  このたびは、Ｂ ＴＡＣ Fancy１６１を、お求めいただきありがとうございました。 
本機は、溶接電流の制御にＩＧＢＴインバーター制御を採用した、小形・軽量の直流ア－
ク溶接機です。 
 操作についての正しい使い方をご理解いただき、末永くご愛用いただくため、ご使用前
に必ず取扱説明書をご精読下さい。 
 
２．構成 
    標準構成 

総合名称 Ｂ  ＴＡＣ Fancy １６１ 
溶接電源 ＡＲ－ＳＢ１６１ 

      
３．定格 

溶接電源 形式 ＡＲ－ＳＢ１６１ 
入力電圧 Ｖ ２００ ２２０ 
入力電圧許容変動範囲 Ｖ １７０～２５０ 
相数  単相 
定格周波数 Ｈｚ ５０／６０共用 
定格入力 ｋＶＡ ８．５（５．２ｋＷ） 
定格出力電流 Ａ １６０ 
定格負荷電圧 Ｖ ２６ 
出力電流範囲 Ａ ２０～１６０ 
最高無負荷電圧 Ｖ ６３ ６９ 
定格使用率 ％ ３０ 
外形寸法 ｍｍ １４２（Ｗ）×３５０（Ｄ）×２９１（Ｈ）
質量 ｋｇ ８．７ 

 
・ 本電源は直流ア－ク溶接機です、電撃防止装置の取り付けは義務づけられていません。 
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設置および使用上の注意
 
４．設置および使用上の注意 
 
 ４．１設備容量 
    （１）設備容量 ………………………８．５ ｋＶＡ 
      （２）電圧、相数 ……………………２００／２２０Ｖ単相（５０／６０Ｈｚ）  
    （３）ヒュ－ズ容量 …………………定各時５０Ａ 
    （４）一次ケ－ブル …………………３．５ｍ㎡以上 
        （５）二次ケ－ブル …………………２２ ｍ㎡以上 
    （６）ア－スケ－ブル‥‥‥‥‥‥‥３．５ｍ㎡以上 
     エンジン発電機をご使用される場合は、溶接電源定格入力ｋＶＡの２倍以上のもの 
     をご使用下さい。 
    ・溶接電源１台ごとに開閉器を設け、規定のヒューズをご使用下さい。 
    ・漏電ブレーカをご使用になる場合は、インバータ用のものを選定して下さい。 
 
 4．２設置場所 
  ・溶接機の上面に重い物を置かないでください。 
  ・溶接機の通風口をふさがないでください。 
    ・直射日光や雨が当たらない場所に設置してください。 
    ・床がコンクリートのようなしっかりした水平な場所に設置してください。 
    ・標高 1000ｍを超えない場所に設置してください。 
  ・溶接電源の内部にスパッタなどの金属製の異物が入らない場所に設置してください。 
  ・壁や他の溶接電源から少なくとも 30ｃｍ以上離して設置してください。 
  ・アーク部に風が当たらないように、つい立などを設置してください。 
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 接続
 
５．接続 
 
単相 200/220V 注） ３相電源の場合は２本(黒色、白色)を接続し、緑色(接地線)は接地 
                   してください。 
 

  

                                         
          黒色ケーブル 
 
                                                       -   + 
    白色ケーブル                                                   
                                                                                              
          接地      緑色ケーブル                                                  
                                                                  接地 
        ２次側ケ－ブルは付属していません。 
                                           ※極性は棒によって異なる 
                         場合があります。           
※ 入力線は、直接内部端子台にケ－ブルを接続することもできます。 
  ・ケ－スカバ－を取り外し、入力線（３芯）を内部端子台で取り外し、直接端子台に 
    ケ－ブルを接続してください。 
 
（注）プリント板を取外して内部端子台に接続した場合、プリント板のコネクタは必ず 
       元の通り接続して下さい。 
                                            端子台        端子 
                                                      Ｕ    ５．５－φ４，×３ヶ 
                                                      Ｖ 
                                                      Ｅ      Ｅは接地用です。 
 
             工場ブレーカーへ 
 
 
 
                      ＳＳコネクタで締る外形のものを使用して下さい。 
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操作
 
６．パネルスイッチの選択と調整 
 
 ６．１正面パネル部品の配置、各部の説明 
  
 
 
 
 
 
 
 
 ○電源ランプ（緑） 
   電源スイッチＮＦＢ（ブレ－カ）を「ＯＮ」にすると点灯します。 
 
 ○異常ランプ（黄） 
   下記異常が発生したとき点灯し、溶接は停止します。 
   ・入力電圧が異常に低下したとき。 
   ・内部主回路が異常で過電流停止が動作したとき。 
   ・使用率オ－バ－などで内部構成部品の温度が異常に上昇すると点灯します。 
     冷却扇を動作させたままで放置しておくと、内部構成部品の温度が所定の 
        値以下に低下して、自動的に消灯します。 
 
 ○溶接電流調整 
   電流値を調整するボリウムです。 
      下表をご参考に適合溶接棒に対する溶接電流を選定して下さい。 
 

適合溶接棒 ライムチタニア系の 
場合の溶接電流例 

φ４．０ ｍｍ １１０～１６０Ａ 
φ３．２ ｍｍ ８０～１４０Ａ 
φ２．６ ｍｍ ５０～１００Ａ 
φ２．０ ｍｍ ２５～  ７０Ａ 
φ１．６ ｍｍ ２０～  ５０Ａ 

 
 
 

異常 
ALARM 

電源 
POWER

Ａ 
電流調整 ツマミ
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操作
 
   ６．２操作手順 
   (１) １次側配電盤のスイッチを入れる。 
   (２)  電源スイッチ（ノ－ヒュ－ズブレ－カ）を「ＯＮ」にすると、電源ランプが点 
        灯し、冷却扇が回転する。 
   (３) 溶接電流ボリウムで、溶接条件に合わす。 
   (４) 電撃低減回路（無）の時：溶接棒の先端で母材を軽くたたいて通電させる。 
        電撃低減回路（有）の時：マッチの軸をするように溶接棒の先端で母材の表面  
                                を軽くこすって通電させる。 
   (５) 溶接棒を引き上げる。 
   (６) 溶接する。 

（７）溶接終了。 
（８）電源スイッチを切る。約１０秒後ランプが消灯し、冷却扇が停まる。 

   (９) １次側配電盤のスイッチを切る。 
 
  ６．３取扱上の注意事項 
   (１) 電源スイッチ操作 
      電源スイッチ（ノ－ヒュ－ズブレ－カ－）が入っていますと、出力端子に 
        約６３Ｖの電圧が常に発生しています。 
       溶接作業が終了したら、電源スイッチを切るようにして下さい。 
      なお、プリント板上の切替スイッチ（電源をＯＦＦにしてから切替え下さい） 
        を電撃低減回路“有”に選択すると溶接休止中は出力端子には２４Ｖ以下の電 
        圧が発生します。（切替スイッチＤＳ１をＯＦＦ側とする） 
 
  (２) 電源変動検出回路について 
    本機は入力電圧ＡＣ１７０～２５０Ｖの範囲で動作可能です。 
    異常に電圧が下降した場合、動作が停止する回路を設けています。 
    異常入力電圧で停止した場合、前面パネルの異常ランプ（黄色）が点灯します。 
       入力電圧を確認して再度、電源スイッチを投入して下さい。 
    注）電圧低下が１８０Ｖ以下になると溶接棒の種類によってはアーク切れが発生 
           することがあります。１８０Ｖ以上の電圧で使用して下さい。 
 
 (３) 使用率について 
   本機の使用率は３０％です。従って定格電流１６０Ａで使用しますと、３分間連 
      続して使用できます。そして７分間は休止する必要があります。 
   定格電流以下で使用すれば、使用率は高くなります。この場合の許容使用率は下 
      記の式により算出できます。 

許容使用率（％）＝（定格電流／使用電流）2 × 定格使用率（％） 
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保守・点検
 
７．保守・点検 
    （１）プリント板ＴＰ－１９６に表示灯ＬＤ１、及び電撃低減回路選択スイッチ 
         （ＤＳ１）が付いています。取付位置と動作内容は 
          下表の通りです。 

           ＣＮ１         ＴＰ－１９６ 
                                                                   ＣＮ５ 
 
       ＣＮ２         
 
   ＯＮ  
         ＤＳ１                                             ＬＤ１  ＣＮ４ 
                                                              
                               
                    ＣＮ３          ＦＵ１ 
 
  ＤＳ１：電撃低減回路選択スイッチ  ＯＮ 側 電撃低減回路 なし 
                                     ＯＦＦ側 電撃低減回路 有り 
 

表示灯 点灯色 点灯時の動作内容 
ＬＤ１ 緑 ＤＤコンバータ出力 

 
（２）定期点検（使用頻度により３～６ヶ月毎） 
      下表を参考に定期点検を実施して下さい。 
 

点 検 箇 所 点 検 ポ イ ン ト 保 守 方 法 

入力開閉器 接続部締付けのゆるみ、 
適正ヒューズの確認 設備容量参照 

入力･出力端子 
接続部締付けのゆるみ、 
絶縁テープが金属部を確実
に絶縁しているかを確認 

確実に締付け、テーピングする 

溶接電源内部 ごみの堆積 ごみを乾いたエアーにて吹き飛ばす
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保守・点検
 
 (３) 異常動作に対する処置  

異常の内容 原   因 対   策 

電源スイッ
チ（ＮＦＢ）
を入れても
「電源」表示
灯が点灯し
ない 

冷 却 扇 が
回転する 「電源」表示灯（緑）の故障 表示灯取替 

冷 却 扇 が
回 転 し な
い 

電源スイッチの故障 取替 
入力ケーブル接続不良 入力ケーブルの点検 
配電盤のスイッチが入っていない 配電盤チェック 

プリント板上ヒューズＦＵ１溶断 プリント板ＴＰ－１９６ 
取替 

「異常ランプ」が点灯 

入力電圧が低すぎる 
入力電圧が２００／２２０
±１０％の範囲かチェック
する 

過電流動作 
ＮＦＢをＯＦＦにし、再投
入で異常ランプ（黄）が再
点灯する時は主回路故障
Tr1、Ｄ１点検のうえ取替 

冷却扇の故障 冷却扇の取替 

使用率がオーバーした 使用率は３０％です 
使用率内で使用して下さい 

サーマルスイッチへの 
配線が断線、接続不良 

サーマルスイッチ（ＴＨ１、
ＴＨ２）への配線をチェッ
クする 

アークが発生しない 
「異常ランプ」が点灯する 上記のことをチェックする 
プリント板ＴＰ－１９６の故障 プリント板の取替 
プリント板の接続不良 コネクターをチェックする 

起動させると、電源スイ
ッチ（ＮＦＢ）がＯＦＦに
なる 

電源スイッチ（ＮＦＢ）故障 取替 
電解コンデンサ（Ｃ１）の故障 チェック、取替 

入力ダイオード（ＤＢ１）の故障 入力ダイオード（ＤＢ１）
のチェック、取替 
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パーツリスト
 
８．パーツリスト 
NO. 品 名 コ ー ド 記 号 名      称 仕         様 数
1 DB1610-0T000 Ｔ１ 主変圧器 ２１－８６０５ １
2 DW200F-0R000 ＳＲ１ 直流リアクタ １０－８７６２ １
3 100-0364 ＦＡＮ 冷却扇 4710NL-05W-B50(DC24V) １
4 4805-304  ファンガード ＰＧ４７ １
5 1B2150-02001 ＮＦＢ サーキットプロテクタ ＣＰ５１ＢＳ－５０ １
6 1E7310-16011 Ｔｒ１ トランジスタモジュール ＣＭ１００ＤＹ－１２Ｈ １
7 4531-118 ＤＢ１ 整流モジュール Ｓ５０ＶＢ６０ １
8 1E3610-16012 Ｄ１ 高速整流ダイオード ＦＲＤ１００ＢＡ６０ １
9 1MA201-20571 ＳＨ 分流器 ＫＹ２００Ａ １
10 1P35G0-00004 ＬＥＤ1 発光ダイオード ＤＢ－４１ＢＧ  緑 1
11 1P35Y0-00001 ＬＥＤ2 発光ダイオード ＤＢ－４１ＢＹ  黄 １
12 DB1610-0P196 ＰＲ１ プリント板 ＴＰ－１９６－１６１ １
13 4501-039 ＶＲ１ 可変抵抗器 ＲＶ２４ＹＮ２０ＳＢ  ５ｋΩ １
14 1P41KS-22001  ツマミ ＭＳＳ－２Ｓ １
15 1R143F-473K1 Ｒ１，２ 特殊電力皮膜抵抗 ＳＰＲ－３  ３Ｗ４７ｋΩ 4
16 1R153H-220J1 Ｒ３ 特殊電力皮膜抵抗 ＳＰＲ－５  ５Ｗ２２Ω １
17 1R143D-682K1 Ｒ４ 金属皮膜抵抗 ＲＳＦ２Ｂ６.８ｋΩ 1
18 1R112H-105J1 Ｒ５ 炭素皮膜抵抗 ＲＤ５０Ｓ １ＭΩ 1
19 1C2E2D-472M1 Ｃ１，２ アルミ電解コンデンサ ＨＣＧＦ５Ａ２Ｄ４７２ＹＤＳ  ２
20 1CA12B-206K1 Ｃ３ ＳＨコンデンサ ＥＭ１２１２００Ｓ０ＢＡ１ＨＰ 1
21 1C512J-684K1 Ｃ４ フィルムコンデンサ ＱＡＰ２Ｊ６８４ＫＲＰ １
22 100-1557 Ｃ５ フィルムコンデンサ ＦＨＡＣＤ１６２Ｖ１０３ＪＫＬＤＺ０ １
23 4517-453 Ｃ６，７ セラミックコンデンサ ＤＥ１６０７Ｆ１０３Ｍ－ＫＨ ２
24 1C892E-224M1 Ｃ８ フィルムコンデンサ ＣＦＤ２２Ｅ２２４Ｍ 1
25 4258-040 ＴＨ１ サーマルプロテクタ ６７Ｌ０８５ 1
26 1EG147-12521 ＮＲ１，２ セラミックバリスタ ＴＮＲ１４Ｖ４７１Ｋ 2
27 4733-371  出力端子 ２１－７０９３ 2
28 3C2422-81300 Ｌ1 フェライトコア ＨＳ５２  Ｔ２８×１３×１６ 1

 
 
 
 

注意  ● 部品の供給年限に関して 

 本製品の部品の最低供給年限は製造後７年を目安にしています。ただし、当社 

 製品以外の電子部品が供給不能となった場合には、その限りではありません。 
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パーツリスト
 
  部品配置図 
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電気接続図
９．電気接続図 
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外形図
 
１０．外形図 
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関連法規について
１１．関連法規について 
本製品の設置、接続、使用に際して、準拠すべき主な法令・規則などの名称をご参考のために記載 
します。 
電気設備の技術基準の解釈 経済産業省 原子力安全・保安院 電力安全課 
内線規程 
JEAC8001-2011 社団法人 日本電気協会 需要設備専門部会編 
労働安全衛生規則 平成 25 年 1月 9日 厚生労働省令第 3号 
粉じん障害防止規則 平成 24 年 2月 7 日 厚生労働省令第 19号 
JIS アーク溶接機 
JIS C 9300-1：2006 財団法人 日本規格協会 

 ※上記法令・規則は改正されることがありますので、最新版をご参照ください。 
 
●電気設備の技術基準の解釈 
 第 19 条（接地工事の種類）より抜粋 

Ｄ種接地工事 
   接地抵抗値 100Ω以下（低圧電路において、当該電路に地絡を生じた場合に 0．5秒以内に 

自動的に電路を遮断する装置を施設するときは、500Ω以下） 
 
 Ｃ種接地工事 
  接地抵抗値 10Ω以下（低圧電路において、当該電路に地絡を生じた場合に 0．5秒以内に 

自動的に電路を遮断する装置を施設するときは、500Ω以下） 
 
 第 40条（地絡遮断装置等の施設）より抜粋 
  金属製外箱を有する使用電圧が 60V を越える低圧の機械器具であって、人が容易にさわる 

おそれがある場所に施設するものに電気を供給する電路には、電路に地絡を生じたときに 
自動的に電路を遮断する装置を施設すること。 

 
●労働安全衛生規則 
 第 36 条（特別教育を必要とする業務）より抜粋 
  法第五十九条第三項の厚生労働省令で定める危険又は有害な業務は次のとおりとする。 
  三 アーク溶接機を用いて行う金属の溶接、溶断等（以下［アーク溶接等］という。）の業務 
 
 第 39条（特別教育の細目）より抜粋 
  前二条及び第五百九十二条の七に定めるもののほか、第三十六条第一号から第十三号まで、 

第二十七号及び第三十号から第三十六号までに掲げる業務に係る特別教育の実施について 
必要な事項は、厚生労働大臣が定める。 

 
●安全衛生特別教育規程より抜粋 
 労働安全衛生規則（昭和四十七年労働省令第三十二号）第三十九条の規程に基づき、安全衛生 
 特別教育規程を次のように定め、昭和四十七年十月一日から適用する。 
 （アーク溶接等の業務に係る特別教育） 
  第四条 安衛則第三十六条第三号に掲げるアーク溶接等の業務に係る特別教育は、学科教育及び 

   実技教育により行うものとする。 
    ２ 前項の学科教育は、次の表の上欄に掲げる科目に応じ、それぞれ、同表の中欄に掲

げる範囲について同表の下欄に掲げる時間以上行うものとする。(表) 

３ 第一項の実技教育は、アーク溶接装置の取扱い及びアーク溶接等の作業の方法について、 
十時間以上行うものとする。 

科目 範囲 時間 
アーク溶接等に関す
る知識 アーク溶接等の基礎理論 電気に関する基礎知識 一時間 

アーク溶接装置に関
する基礎知識 

直流アーク溶接機 交流アーク溶接機 交流アー
ク溶接機用自動電撃防止装置 溶接棒等及び溶接
棒等のホルダー配線 

三時間 

アーク溶接等の作業
の方法に関する知識 

作業前の点検整備 溶接、溶断等の方法 溶接部の
点検 作業後の処置 災害防止 六時間 

関係法令 法、令及び安衛則中の関係条項 一時間 

� ��������

�������������
��	������������������ ������
���

������������

������������
	��������

������

�������������������������¡�¢£��¤¥¦§¨�©ª���«¬®�

¯°�±²��³��±´���¥���µ§¶·¸±¹´�

º�����

������������������������¡�¢£��¤¥¦§¨�©ª���«¬®�

¯°�±²��³��±´���¥���µ§¶·¸±¹´�

�»¼����������	������

½¾�¿À�Á�±���Â¼�Ã�ÄÅ±���ÆÇÈÉ·¸Ê��ËÂÌÍ�ÎÏ±�ÐÑÂ

¸±¢Ò�³��±Ó�����±������������¡�´��«¬®����¯°�±

²��³��±¹´�

� �����

�»¼�������������������

�ÔÕÖ×ØÔÙÚ�Û�ÜÝÞ�·ß�±àáâ�Áã�äå�æ�´�ç´�±�

Ù èéêë�Æ����ìí½¾�ë��ë°î�§¶ïèéêë�îð´�í�µ�äå

�»ñ��������������

òóØôõÔÕö×ÖóØ�÷�ß�±Ó��øù�ÔÙÖúØÔûüùýÔÖÙü�·�ÔóÖ

÷üôõÔÙÖüùýÔÙÖúü�·�þÿ±äå��±~}|{�[³����\]��Ú��

Û�ÜÝ^_Âß�±�

�������������

ÜÝ`@?����>=<Ö÷;ÜÝÞ�ÔÙÖóüµÔÙÖ×Ø��:�/.��`@?�~}

|{�:�æ�-í�ß��>=<Ö÷;Ö,û+ùý*��±�

�èéêë�î�äå��±~}|{µ

Ô<Ø `?�ÔÙÖúØÔÙü�þÿ±èéêë�î�äå��±~}|{��)(|{ôõ

['|{�-çìíÓ�´�±�

& òÚ�)(|{��æ�%�$#�þÿ±("�!¡�ÐÑ0Ñ�1%�2#�þÿ±34�

���1%�¶#�þÿ±56§$ìíÓ�´�±�7%8

9 ÔûÚ�['|{��èéêë�²��AB�ôõèéêë�î�Cä�D������

Ö56§$ìíÓ�´�±�

E�E

�F�G�'H/	�IJ KLMäÞ NOP`@�Q`R �P`@S

¨T�:

UVWXY���Za���
bc�Ë +��Fde f]�Gghiej

ÜÝ`@?��� kla¥;�, ñ+ Û�ÜÝÞ�Ô »ü

m¡noãpq�� klar;a, �+ Û�ÜÝÞ�Ô�ñü

Ustèéêë�Æ

UstXñ»��Z�ua��Y
vc�Ë +��wde

x$�������y�ÎÑ±¹´Â¸ç���·������ ���Î��

(" 34 56

èéêë�î���±�� èéêë�î�/��� �F���±/��� û56

èéêë�²����±/���
��èéêë�Æ ��èéêë�Æ ��èéêë�Æ�

«¬��pq²� ë��îôõë��î����é�T

Ù56

èéêë�î�Cä�D����±

��

Cäò���G ë��ë°î�D� ë�i�� Cä


�	� �ãpq

ú56

���� ���ôõ`?�2���ØÚ û56

�

�



 

- 15 - 

関連法規について
 
●労働安全衛生規則（つづき） 
 第 325 条（強烈な光線を発散する場所）より抜粋 

事業者は、アーク溶接のアークその他強烈な光線を発散して危険のおそれのある場所につい
ては、これを区画しなければならない。ただし、作業上やむを得ないときは、この限りでな
い。事業者は、前項の場所については、適当な保護具を備えなければならない。 

 
 第 333 条（漏電による感電の防止）より抜粋 
   事業者は、電動機を有する機械又は器具（以下「電動機械器具」という。）で、対地電圧が 

150Vをこえる移動式若しくは可搬式のもの又は水等導電性の高い液体によって湿潤している
場所その他鉄板上、鉄骨上、定盤上等導電性の高い場所において使用する移動式若しくは可
搬式のものについては、漏電による感電の危険を防止するため、当該電動機械器具が接続さ
れる電路に、当該電路の定格に適合し、感度が良好であり、かつ、確実に作動する感電防止
用漏電しや断装置を接続しなければならない。 

 
 第 593 条（呼吸用保護具等）より抜粋 

事業者は、著しく暑熱又は寒冷な場所における業務、多量の高熱物体、低温物体又は有害物 
を取り扱う業務、有害な光線にさらされる業務、ガス、蒸気又は粉じんを発散する有害な 
場所における業務、病原体による汚染のおそれの著しい業務その他有害な業務においては、 
当該業務に従事する労働者に使用させるために、保護衣、保護眼鏡、呼吸用保護具等適切な 
保護具を備えなければならない。 

                                 
●粉じん障害防止規則 
 第 1条（事業者の責務）より抜粋 
  事業者は、粉じんにさらされる労働者の健康障害を防止するため、設備、作業工程又は 

作業方法の改善、作業環境の整備等必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 
                                               
 第 2条（定義等）より抜粋 
  粉じん作業、別表第一に掲げる作業のいずれかに該当するものをいう。 
   別表第一（第二条、第三条関係） 
   1～19,21～23････省略 
   20････屋内、坑内又はタンク、船舶、管、車両等の内部において、金属を溶断し、又はア

ークを用いてガウジングする作業 
   20の2･･･金属をアーク溶接する作業 
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